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概要
（簡潔に
箇条書き
とする）

□１.軟弱地盤対策 ■５.その他

□２.舗装関係

□３.バリアフリー・ユニバーサルデザイン

□４.省スペース化 番号：

従来技術名：

1.経済性 ■1.向上（41.03％）　□2.同程度　□3.低下（　％）　番号： 1

2.工程 ■1.短縮（16.48％）　□2.同程度　□3.増加（　％）　番号： 1

3.品質・出来型 □1.向上　■2.同程度　□3.低下 番号： 2

4.安全性 □1.向上　■2.同程度　□3.低下 番号： 2

5.施工性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1

6.環境 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1

7.その他 ■1.　（ コンクリートガラの発生抑制　） 番号： 1

開発体制 ■1.単独 □2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) □2(3)共同研究(民学) 番号：

開発者名

会社名： 住所：

技術
■1.県内 担当部署： TEL：

□2.県外 （内線）

1 担当者名： FAX：

E-mail：

会社名： 住所：

営業
■1.県内 担当部署： TEL：

□2.県外 （内線）

1 担当者名： FAX：

E-mail：

施工実績 県内現場 件　←自動計算のため入力しないこと

　当該新技術等に関する説明会・現地見学会等の開催の可否（県内開催に限定）

■1.発注者側の希望日・希望場所で開催可能

□2.開発側で日程等を準備する。

□3.実施しない（県内での開催は無理，又は，個別に対応する，など） 番号：

A-19102

登録番号

開発年 2011

登録No.

新技術等
のＰＲ

3

5

・ポリプロピレン短繊維補強モルタルを増厚吹付けして補強します。
・密着性を失い空隙を生じた老朽モルタルの背面にセメントミルクを注入一体化して
　背面基岩との密着性を回復します。
・FSアンカーによって背面地山の風化部を補強します。
・老朽化モルタルと増厚吹付モルタルは剪断ボルトとプライマーの塗布により完全に
　一体化します。
・老朽化した吹付モルタルを取り壊さないため産業廃棄物の発生を抑制できます。

茨城県水戸市堀町９５９番地

顧客サービスグループ

篠原　浩則 shinohara@greenservice.jp

1

問合せ先
（所在地
が県内or
県外を必
ず選択）

(株)水戸グリーンサービス 茨城県水戸市堀町９５９番地

技術営業グループ

高橋　正浩 takahashi@greenservice.jp

(株)水戸グリーンサービス

029-227-2783

029-225-2754

NETISへの
登録状況

工種区分 (レベル1，2まで記入) 登録年月日

新技術等
の効果

共通工―法面工 2017/9/28 KT170053-A

老朽化吹付モルタル取り壊し工・新規モルタル吹付工

41.03%

16.48%

積極活用技術

老朽化吹付モルタルの補強・再生・長寿命化する技術です

事後評価未実施技術

029-225-2754

029-227-2783

1

株式会社水戸グリーンサービス

新技術等　申請資料（１／５）　表紙（概要）

新技術等
名称

ファイバーショット工法
収受受付年月日 2019/2/4

処理区分

新技術等
の区分

■1.工法　□2.機械　□3.材料　□4.製品　□5.その他 1

配慮事項
（県の地
域特性
等）

評価結果
















